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○生年月日 昭和55年5月13日（38歳）
 高岡市内免生まれ、美幸町在住
○趣味特技 野球、空手、登山、スキー・スノーボード、読書

○川原小学校、高岡西部中学校、
　高岡第一高等学校、富山県立大学工学部卒業
○平成15年　高岡市役所入庁

○平成24年　高岡市役所退職
○平成25年　高岡市議会議員（初当選）
○平成29年　高岡市議会議員（2期目）

○富山県飲食業生活衛生同業組合高岡支部 顧問
○高岡調理師会 顧問
○高岡市スキー連盟 副会長
○高岡市相撲連盟 副会長
○高岡市消防団 和田分団員
○高岡市スポーツ推進 委員
○高岡市立西条公民館運営委員会 相談役
○国境なきUNDOKAI 実行委員長
○高岡青年コミュニティ会議 事務局長（平成29年度）
○高岡商工会議所 青年部員
○（公社）高岡青年会議所 理事長
○高岡カラコルムクラブ会員
○南西リーグスポーツ少年団野球大会 副会長
○西条スポーツ少年団育成会 副会長
○西条スポーツ少年団育成会 野球部顧問
○西条校区青少年補導委員会 顧問
○西条校下体育振興会 役員
○西条校下社会福祉協議会 顧問
○国条橋運動広場管理協力会 事務局員
○国条橋パークゴルフクラブ 顧問
○美幸町自治会 相談役
○美幸町高齢者見守り隊 事務局長兼会計
○内免神明町獅子舞保存会員
○高岡第一高等学校第３８回生 同窓会長
○高岡西部中学校同窓会 副会長
○国際空手道連盟極真会館弐段、審判資格
○㈶日本体育協会公認スポーツリーダー・スポーツ少年団 認定員
○自由民主党富山県支部連合会青年局 学生部担当委員長
○自由民主党高岡市連合支部 青年局長
○俳優 古村勇人富山後援会 事務局長
○映画「デンサン」実行委員会 副会長 

のプロフィール 最新情報はこちら

『都市計画課（地域交通担当）』で、万葉線やコミュニティバスなど
の公共交通政策に、『総務課（危機管理室）』で、防災や国民保護
などの危機管理政策及び選挙業務に、『財政課（資金、財政・調査
担当）』で、予算編成や起債、決算分析などの財政政策に携わる
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○産業建設常任委員会 委員長
○まちづくり対策特別委員会 委員長
○広報広聴委員会 委員
○高岡地区広域圏事務組合議会 議員
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ごあいさつ

平成の、その先の時代へ。
気力・体力充分！ 引き続き、精力的に活動に邁進します！

　日頃より交流させて頂いております地域の方々を始め、
皆さま方から賜っております格別のご高配に心より深く感謝
申し上げます。
　月日の経過は早いもので、一昨年（2017年）11月から2
期目となる高岡市議会議員としての活動を開始してから1年
半近くが経過しようとしています。この間、議会の中におい
ては改選直後に開催された2017年11月の臨時議会にお
いて、「議会運営委員会副委員長」や「民生病院常任委員
長」等の公職に就任すると共に、市議会全議員27名中、新
人議員7名を迎えて20名で構成する会派「自民同志会」の
政調会幹事職に就き、代表質問の形成を通じた市への政策
提言等を行ってまいりました。また、一層の市政進展に向け
て、前回の任期に引き続いて会派内に複数設置された政策
分科会の1つ「総務・議会改革分科会」座長に就任し、財政
問題や公共施設再編、議会改革全般、高岡市議会災害対応
マニュアル策定検討、議会の電子化推進、予算特別委員会

の設置検討などの議論を先導してきました。
　そして、昨年12月定例会における議会諸役員交代に伴い、
新たに「産業建設常任委員長」や高岡・氷見・小矢部市で構成
する「高岡地区広域圏事務組合議会議員」等に就任すると
共に、再編成された会派内の政策分科会の1つ「産業建設分
科会」座長に就任し、引き続き鋭意活動に取り組んでいます。
　一方、議会の外においても、改選後、新たに就任した自民
党高岡市連「青年局長」等の政党活動を始め、本紙末尾に掲
載してある、数多くの役職・活動を通じて、様々な切り口で
「住み良い地域づくり」と「高岡の活性化」実現に邁進する
日々を送っています。
　こうした毎日が、私にとっては本当にやりがいを感じ、楽し
く、とても充実したものであり、引き続き、全身全霊で高岡市
議会議員としての職責を果たすと共に、皆さまの付託に応え
ていく覚悟です。
　正に気力・体力充分。間もなく迎えようとしている平成の、

その先の時代に向け、益々気概を高めていますが、同時に
多くの役職・仕事に取り組む中で、皆さまには時にご迷惑を
おかけし、あるいはご協力を求めることもあろうかと思いま
すが、これまで同様のご支援とご指導を賜りますようお願い
申し上げます。
　なお、前号でも触れましたが、前回4年間の任期において、
概ね半年に一度のペースで発行してきた本紙形態をこの度
見直し、1年間の活動を一挙にお伝えするなど、更新した形
で本号をまとめたところですが、これらに加えて引き続き、
SNS（facebook及び Instaglam）や公式ホームページ等
の電子媒体でも情報を発信していますので、適宜ご高覧頂
ければ幸いに存じます。
　結びに、新年度、そして新元号による次の時代も、関係各位
を始めとする皆さまが益々健康で、ご多幸でありますよう心
からお祈り申し上げ、本号発行に当たってのご挨拶とします。

H30.1.31～2. 2  消防団幹部候補中央特別研修受講 H30.3.11  祝！北陸新幹線開業3周年 Visit Takaoka おもてなしキャンペーン（高岡青年コミュニティ会議主催）



　この度、「高岡市財政健全化緊急プログラム」が作
成され、その中で構造的な歳出超過が約40億円と
されているが、財源不足に陥った要因は何か。
　相次ぐ社会資本整備を進めてきたということはあ
るが、これまでは大量退職による人件費の圧縮や基

金の取り崩し、退職手当債や行革推進債などの起債に頼るなどし、
事務事業の見直しによる抜本的対策が弱かったものと考えている。
　去る平成22年度の全事業総点検で「事務事業効果検証チーム」
の検証結果には存在しない、「検討継続」を97件設けたとの実績も
あるが、これまでの行革の取り組みを踏まえ、所見を伺う。

　今後、毎年約40億円の歳出超過が継続するとなれば、
現在の基金残高ではそれを解消することが困難なこと

から、今後、財源不足が生じると判断しているもの。

　私はこれまで、ペーパーレスや電子決裁、自治体クラ
ウドといった電子自治体の推進を始め、街灯のLED化、

市税収納率向上への取り組み、広島県呉市を例に出しての医療費
抑制など、様々な施策を提言してきた。（財政健全化緊急）プログラ
ム中の財源不足解消に向けた6点の取り組み以外にも工夫の余地
はあると考えるが、所見は。

　事業手法に制約を設けることなく、初期投資とコスト
縮減効果の両方の効果を見ながら、できることについて

しっかりと取り組んでいきたい。

　「高岡市財政健全化緊急プログラム」と同時期に公表
された「高岡市公共施設再編計画」では、「財団・社団等

が所有する施設」、「遊休・未利用財産」、「インフラ」の3点を含めな

いことになっている。
　今回の再編計画の上位計画に当たる「高岡市公共施設等総合管
理計画」には、「公共建築物」と並んで道路・橋梁・河川などの「イン
フラ」も記載されており、それら双方の更新だけで平成27年からの
40年間で約6,400億円かかるとされていることから、「インフラ」の
対策もしっかりと進める必要がある。
　なお、公共建築物とインフラの長寿命化の実施等を考慮した場合、
双方の更新費用総額は約4,400億円、つまりただ単に更新する場合
と比較して2千億円削減でき
るとのことであり、建築物等
の総量規制による削減のみ
ならず、長寿命化も推進すべ
きことは明白である。
　そこで、インフラの具体的
方向性、計画の策定とその
執行状況について伺う。

　橋梁については、平成30年度までの5年間の予定で
市内1,200の橋梁について点検を行い、終了後、現在の

橋梁長寿命化計画を見直す予定。
　道路については、平成28年3月に策定した市道の1級・2級を対
象とする舗装修繕計画を、今後、対象施設を拡大した上で、新たに
道路維持管理計画を作成する。
　上下水道施設については、本年3月策定の「高岡市上下水道ビジ
ョン」のもと、施設の耐震化・長寿命化を進めることとしている。
　今後はこれらの計画に基づき、インフラの長寿命化及び施設の
安全・安心の確保に努める。

　数値目標（公共施設の総延床面積を2016～2035年
度で15％削減）達成のためには、集約化、複合化で整備

する施設の規模を最小限にすること、「方針決定」とした施設につい
て早急に方針を決定し、総量削減に努めることが必要としているが、

この「方針決定」とした施設はいつまでに結論を出すのか。またそれ
らを含めて、（公共施設再編）計画の実行を前倒しすることはないの
か、所見は。

　公共施設再編計画の素案で、短期（平成30～34年
度）で方針決定と判定された79施設については、早急に

個別の事業計画や事業方針を定め、着実に取り組みたい。
　また削減される施設と判定された114施設については、できるだ
け前倒しできるよう全庁一丸となって取り組んでいく。

　ただ削減を続けるだけではまちが縮小の一途をたどり
かねないので、行革の推進と同時に、新たな施策に打っ

て出ることでまちを継続的に発展させていくことが肝要であり、今
ある資源を活かすとの観点も加味し、質問する。
　「特産物の活用」という切り口で、高岡を代表する銅器の活用に
ついては、各団体・企業が様々な活動を展開しているが、「高岡銅
器」全体に関わる話しとして、その知名度を飛躍的に向上させる絶
好の機会として東京オリンピック・パラリンピック競技大会における
聖火台の制作を担えるよう、髙橋市長や我々自民党議員団などが
大会組織委員会に働きかけている。
　しかし、どのような結論が下されるか不透明な状況であり、このよ
うな中で、聖火台の制作を有料ではなく、寄付することを組織委員
会に申し出ることで他自治体との競争に打ち勝ち、高岡銅器の活躍
の場、その後の業界の発展に向けた機会を獲得することとし、その
財源として、今年度でふるさと納税を活用して進めている平成の御
車山制作プロジェクトが終了することを踏まえ、ふるさと納税を活用
した一大プロジェクトとして位置づけ推進してはと考えるが、所見は。

　年内には、組織委員会において、（開会式・閉会式にお
ける）セレモニーの演出の方向性となる「基本コンセプ

ト」が策定される予定で、聖火台についての検討も進んでいくもの
と認識している。今後も、組織委員会等の動きを注視し、時宜を得
た要望活動を実施していきたい。
　また、議員提案の方策について、高岡銅器を採用いただくための
有効な手段の一つと考えており、様々な手法について、今後、研究
していきたい。

　「歴史・文化資産の活用」について、本分野における代
表格は、日本遺産の認定やユネスコ無形文化遺産登録

の構成要素でもある御車山で
あると存ずるが、その活用のた
めに建設された御車山会館内
に一部設置されている「平成の
御車山」について伺う。
　この平成の御車山は、平成
25年から5か年かけて制作し、
予定制作費3億のうち、1億円
をふるさと納税により賄う予定
という中で、計画最終年度である今年度もあとわずかとなっている。
　そこで、平成の御車山の完成予定とその後の活用、また寄付目標
額の達成見込みは。

　計画通り平成30年3月末の完成を予定している。完成
後の活用については、平成の御車山制作実行委員会に

おいて、高岡御車山会館内での常設展示を基本としながら、利活用
を検討いただいている。
　寄付は、今日現在で8千5百万円余りとなっており、1億円には至
らないものの、制作に要する経費の財源としては、不足なく活用さ
せていただいている。

　直近5か年中、平成24年、25年及び28年と、3か
年度で（普通交付税）決算額が予算額を下回る、いわ
ゆる「予算割れ」を起こしているが、その理由は。

　平成24年度は、主に基準財政需要額における生活保
護費の算定において被保険者数が減少したことの影響に

よるもの、平成25及び28年度は、基準財政収入額における市税収
入見込み額が予算算定時よりも増額となったことの影響によるもの。

　普通交付税における合併算定替の影響は平成32年
度まで段階的に続く。皆で共通認識を持つために伺うが、

合併算定替の影響が出る直前の平成27年度と、影響が出きった後
の平成33年度の普通交付税額の減収見込み額は。

　平成29年度実績に基づく推計では、約5億円の減収
になると見込んでいる。

高岡市議会は年4回定例会を開催しており、
全議員には提出された議案や市政一般に対して
質問できる権利が与えられています。
この権利をしっかりと使い、各定例会で質問に立ちました。
ここではその内容についてお知らせします。
（詳細は横田せいじ公式HPに掲載）
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議会活動

対策が求められる道路、橋梁等の「インフラ」

平成29年12月定例会平成29年12月定例会
【 　 　 　 　 】持 続 可 能 な ま ち に 向 け て

【 　 　 　 　 】まちの 永 続 的 発 展に向 けて
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市内1,200の橋梁について点検を行い、終了後、現在の

橋梁長寿命化計画を見直す予定。
　道路については、平成28年3月に策定した市道の1級・2級を対
象とする舗装修繕計画を、今後、対象施設を拡大した上で、新たに
道路維持管理計画を作成する。
　上下水道施設については、本年3月策定の「高岡市上下水道ビジ
ョン」のもと、施設の耐震化・長寿命化を進めることとしている。
　今後はこれらの計画に基づき、インフラの長寿命化及び施設の
安全・安心の確保に努める。

　数値目標（公共施設の総延床面積を2016～2035年
度で15％削減）達成のためには、集約化、複合化で整備

する施設の規模を最小限にすること、「方針決定」とした施設につい
て早急に方針を決定し、総量削減に努めることが必要としているが、

この「方針決定」とした施設はいつまでに結論を出すのか。またそれ
らを含めて、（公共施設再編）計画の実行を前倒しすることはないの
か、所見は。

　公共施設再編計画の素案で、短期（平成30～34年
度）で方針決定と判定された79施設については、早急に

個別の事業計画や事業方針を定め、着実に取り組みたい。
　また削減される施設と判定された114施設については、できるだ
け前倒しできるよう全庁一丸となって取り組んでいく。

　ただ削減を続けるだけではまちが縮小の一途をたどり
かねないので、行革の推進と同時に、新たな施策に打っ

て出ることでまちを継続的に発展させていくことが肝要であり、今
ある資源を活かすとの観点も加味し、質問する。
　「特産物の活用」という切り口で、高岡を代表する銅器の活用に
ついては、各団体・企業が様々な活動を展開しているが、「高岡銅
器」全体に関わる話しとして、その知名度を飛躍的に向上させる絶
好の機会として東京オリンピック・パラリンピック競技大会における
聖火台の制作を担えるよう、髙橋市長や我々自民党議員団などが
大会組織委員会に働きかけている。
　しかし、どのような結論が下されるか不透明な状況であり、このよ
うな中で、聖火台の制作を有料ではなく、寄付することを組織委員
会に申し出ることで他自治体との競争に打ち勝ち、高岡銅器の活躍
の場、その後の業界の発展に向けた機会を獲得することとし、その
財源として、今年度でふるさと納税を活用して進めている平成の御
車山制作プロジェクトが終了することを踏まえ、ふるさと納税を活用
した一大プロジェクトとして位置づけ推進してはと考えるが、所見は。

　年内には、組織委員会において、（開会式・閉会式にお
ける）セレモニーの演出の方向性となる「基本コンセプ

ト」が策定される予定で、聖火台についての検討も進んでいくもの
と認識している。今後も、組織委員会等の動きを注視し、時宜を得
た要望活動を実施していきたい。
　また、議員提案の方策について、高岡銅器を採用いただくための
有効な手段の一つと考えており、様々な手法について、今後、研究
していきたい。

　「歴史・文化資産の活用」について、本分野における代
表格は、日本遺産の認定やユネスコ無形文化遺産登録

の構成要素でもある御車山で
あると存ずるが、その活用のた
めに建設された御車山会館内
に一部設置されている「平成の
御車山」について伺う。
　この平成の御車山は、平成
25年から5か年かけて制作し、
予定制作費3億のうち、1億円
をふるさと納税により賄う予定
という中で、計画最終年度である今年度もあとわずかとなっている。
　そこで、平成の御車山の完成予定とその後の活用、また寄付目標
額の達成見込みは。

　計画通り平成30年3月末の完成を予定している。完成
後の活用については、平成の御車山制作実行委員会に

おいて、高岡御車山会館内での常設展示を基本としながら、利活用
を検討いただいている。
　寄付は、今日現在で8千5百万円余りとなっており、1億円には至
らないものの、制作に要する経費の財源としては、不足なく活用さ
せていただいている。

　直近5か年中、平成24年、25年及び28年と、3か
年度で（普通交付税）決算額が予算額を下回る、いわ
ゆる「予算割れ」を起こしているが、その理由は。

　平成24年度は、主に基準財政需要額における生活保
護費の算定において被保険者数が減少したことの影響に

よるもの、平成25及び28年度は、基準財政収入額における市税収
入見込み額が予算算定時よりも増額となったことの影響によるもの。

　普通交付税における合併算定替の影響は平成32年
度まで段階的に続く。皆で共通認識を持つために伺うが、

合併算定替の影響が出る直前の平成27年度と、影響が出きった後
の平成33年度の普通交付税額の減収見込み額は。

　平成29年度実績に基づく推計では、約5億円の減収
になると見込んでいる。

　財源不足という観点から、本市の資金繰りの状況を見
る1つの指標ともなる、「一時借入」について質問する。

　一般会計において、銀行等からの一時借入と、各基金や特別会
計現金の繰替使用とを併せて、最大で一時的にどの程度の資金不
足が生じているのか。

　直近5か年では平成26年度が最も大きく、金融機関
からの借入が77億円、繰替使用が82億円、併せて159

億円であった。

　今定例会に上程された「平成29年度一般会計補正予
算第9号」において92億円余りの「借換債」の発行を計上

するとともに、借換前の市債を一括返済するための歳出を同額計上
されている。この一連の財源対策が本市財政にどのような影響を
与えるのかを把握する必要がある。
　そこで、今回の借換を実施した場合としなかった場合の総支払利
息額の差は。

　借換しなかった場合の総支払利息額は約2.7億円。借
換を実施した場合の金利は、金融機関と交渉中のため

総支払利息額の差は提示できないが、可能な限り低利な借換えを
行い、総支払利息額の軽減に努める。

　当時は新幹線の開業も間近に控えた中で、財源対策
のための市債借入（行革推進債、退職手当債等の借入）

はやむを得なかったと存ずるが、見方を変えればこれらの借入を行
わなければ当該年度の一般財源は不足する訳であるから、昔から
財源不足は生じていたと言える。
　市債に頼り過ぎない財政運営を行うためにはさらなる事務事業
の見直し、それも抜本的な見直しが必要。
　例えば今年度行った補助金の見直しは、30万円以下は据え置か
れたままであるし、その他の事業についても、事業費の1割や2割
削ったりするのではなく、廃止すべきと考えられる事業はまだ残さ
れていると考えている。
　そこで、平成31年度当初予算編成に向けた事務事業見直しにつ
いて、所見を伺う。

　平成31年度予算編成に向け、依然として厳しい状況
にあると認識しており、事務事業の見直しなど改革を進

めて行く。
　このため、4月以降ただちに、ゼロベースの視点でスピード感を
持って取り組む。

　平成30年度当初予
算の歳入に繰入金と

して合計約3億円が計上されて
いるが、各種基金を取り崩すこと
は一時借入の機会や、それに伴
う金融機関等への支払い利息額
を増やすことにもなるし、財政運
営における調整弁を失い、危う
い運営を強いられることになる。
　そこで、年度途中の補正財源の確保について、所見を伺う。

　平成30年度においては、一般財源収入を厳しく算定し
ており、今後の留保財源が見込まれるほか、平成29年度

決算による繰越金等も見込み、所要の額を確保することとしている。

　事務事業の見直しと併せ、有価証券、出資による権利
及び建物・土地の公有財産について、処分を含めた見直

しを行ってはと考えるが、所見は。

　有価証券、出資による権利については、本市の関与が
深い公益法人が多く、容易に売却できるものは少ないが、

その法人に関する関与の必要性や売却の可能性を整理していく。
　公有財産については、速やかに公共施設の再編を進め、原則、売
却や民間活力による資産運用等を図り、財源確保に向け活用して
いきたい。

　2016年4月1日から電力の小売全面自由化が始まった。
　東京23区で初めて入札で電力を購入した世田谷区では、

平成26年度において1億円の経費節減が見込まれるとの情報があり、
本市も入札による電力購入に取り組むことを提案するが、所見は。

 価格のみならず安定して供給されることや災害時の対
応、料金制度の違いにより料金が上がる可能性がある

施設の有無、現在利用している事業者から受けているメリット等の
課題もあることを踏まえ、総合的に検討していく。

　東京都の東村山市では、本年4月から多数の公共施設
の清掃や空調、電気・水回りなどの管理業務を一括契約

する「包括施設管理委託」の導入に向け進んでおり、この他、千葉県
流山市や我孫子市などがこれを導入しているとのこと。
　そこで、本市も包括施設管理契約を推進することを提案するが、
所見は。

活用が求められる「平成の御車山」（写真は議
会質問後に行われた完成披露式典時のもの）

財政健全化に行財政改革。市には不断の
努力と工夫改善が求められる

平成 3 0 年 3 月定例会平成 3 0 年 3 月定例会
財 政 健 全 化 に 向 け た
行 財 政 運 営 に つ い て

【 　 　 　 　 】



　市内企業の受注の機会が減少する課題もあるため、
総合的に検討していく。

　また（前問の包括施設管理委託に加えて）、東村山市で
は同時に市の発注窓口を「施設再生整備課」に一本化し

て発注業務量を軽減することとし、200件の業務を包括契約できれ
ば2千万円の人件費の削減効果が期待出来るとのこと。
　そこで、市の発注窓口の一本化を推進することを提案するが、所
見は。

　市の予算執行制度や業務監督のあり方等の課題を整
理し、効果的・効率的な発注方法を検討していく。

　本年3月定例会で私が行った事務事業見直しに関
する質問を受け、当局では「4月以降ただちに、ゼロ
ベースの視点でスピード感を持って取り組む。」との
答弁をされた件について。
　具体的な事務事業見直しの実施方針と、現在の進

捗状況について伺う。

　4月から外部有識者によるアドバイザー会議を開催す
るなど、（財政健全化）緊急プログラムの推進に向け議論

を深めている。
　事務事業見直し方針については、アドバイザー会議での意見を参
考としながら、できる限り早い時期に示したい。

　現在、市が積極的に取り組んでいる公共施設再編につ
いて、「高岡市公共施設再編計画」には道路や橋梁などの

「インフラ」が含まれてないとの指摘を昨年12月定例会で行った。
　さらに指摘すれば、（高岡市公共施設）再編計画の上位計画に当
たる「高岡市公共施設等総合管理計画」を始めとする公共施設関連
の各計画には「都市公園」を含んでいない。この点における所見は。

　「公共施設等総合管理計画」及び「公共施設再編計画」
では、都市公園のうち、公園内に施設が存在する公園を対

象に、それぞれの計画に位置付け、将来の方針や方向性を定めてきた。

　今後、これらの計画に基づき、維持管理費などの更なる削減に
努めたい。

　税政について、平成28年6月定例会での私の提案を
受け、翌29年度に東京都が行う「税務の達人」プロジェ

クトに職員1名を派遣された件について。
　派遣の検証結果と、得たものがあるのであれば、それを今後の高
岡市政にどのように活かしていくのか。

　派遣期間中、年間20回以上の捜索を経験し、得た税
務ノウハウは本市の滞納整理手法の拡大に大いに期待

できると考えている。
　この経験を活かすため、（本年）4月から「組織で滞納整理に取組
む体制」を整え、対応が困難とされる高額滞納者に係る捜索を実施
している。今後はこのプロジェクトで学んだ手法を活用し、滞納整理
を進めて行く。

　昨年度一杯でコミュニティバス2路線を廃止した件に
ついて、当局は「持続可能な交通体系の構築に向けて、

地域の実情、ニーズなどに柔軟に対応できる市民協働型の交通シ
ステムの導入を進めていきたい」との方針を示されているが、コミ
ュニティバスを廃止した沿線の各地区住民との協議の進捗状況と
今後の見通しは。

　昨年度（平成29年度）より沿線の各地区に対し、「地域
バス」や「地域タクシー」といった市民協働型の交通シス

テム導入に向けた提案を実施している。
　これまで3校下で出前講座を開催したところで、現在、検討いた
だいている校下もあることから、今後とも沿線の各校下等に対し、
地域の実情やニーズに合わせた説明・提案を行うなど、働きかけを
継続していきたい。

　先月私たち（高岡市
議会）自民同志会が行

った研修視察で、自動車教習所や
病院等で運行している送迎バスの
空席を活用し、高齢者や障がい者
を外出応援する取り組みを千葉県
我孫子市で学んだところであり、
当該事業経費が100万円余りと低
コストで実施出来るので、その導
入の検討を提案するが所見は。

　現在、各地域包括支援センターでは、地域住民と一緒
に様々な地域課題を把握しており、この地域課題は、「高

岡市地域ケア推進会議」の中で検討することとしている。
　高齢者等の外出支援についても、地域からの課題が上がればこ
の会議において検討したい。

　本年新設の「高岡市教育将来構想検討会議」で検討が
進んでいる学校規模適正化について。本件においては、

平成22年2月の「高岡市立学校適正規模・適正配置に関する報告
書」の策定始め、3回の報告書等を策定されており、議論開始から
10年近く経過していることや、地域住民から「いつになったらどうな
るのか教えて欲しい」との問い
合わせが私に寄せられており、
具体的計画の策定、円滑かつ
着実な実行が求められる。
　（今定例会に上程した議案
の）提案理由説明では、年度末
に構想を策定すると述べられ
たが、もう少し詳細に策定方針
をお聞かせ願う。

　将来構想（検討会議）の中では、今後の小中一貫教育
の推進方策や今後10年を見通した小中学校の配置など

について、具体的な方向を示していただくこととしている。
　学校再編の素案が示されれば。地域説明会を開催し、幅広く意見
を伺いながら構想を取りまとめていくこととしている。

　今夏の災害と言えば、気象庁が名称を定めた「平成
30年7月豪雨」が挙げられるが、その期間中である7
月4日には本市でも大雨が降り、私の地元にある西条
小学校を含めて計8か所が避難所として開設された。
　（避難情報等の）情報を受け取った自治会長を困惑

させることを防ぐ1つの手立てとして、あらかじめ自治会長を含む一
般市民に認識していただくことが大切であり、市ではどのように周知
しているのか。

　避難情報内容は、総合防災訓練や防災マップやホーム
ページ等を通して周知している。今後は対象自治会に説

明会を行う等、更なる周知を図っていきたい。

　（防災情報を住民に迅速に知らせる手段の一つとして、
市が高岡市防災情報メール配信を行っているが、）実際

の利用者から「赤の背景色に黒色の文字は見づらい」との意見が私
に寄せられ、「NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構」によれ
ば、色弱者が日本全体で約300万人いると言われていることを踏
まえ、カラーユニバーサルデザインの視点も考慮すべきと考えるが
所見は。

　背景の色が強く、文字が見えにくいとの指摘もいただ
いており、今年8月からは、警報、特別警報の背景色を

淡くしたところ。色合いについて配慮が必要な方への対応としては、
内容の確認を行い、改善していきたい。

　縁がありホームタウン実行委員会に参画し、野外音楽
イベントを8月5日に開催した。ただ、本年はイベント当

日に複数の音楽イベントが同時に行われたため、人が分散したとの
反省点があったが、そうでなくとも、年々予算規模が縮小される中
で、一流と呼べるアーティストを招致出来ない状況に陥っていること
も大きく影響していると考えている。ちなみに今年度のアーティスト
出演料の決算額は30万円余り。
　こうした点を踏まえ、音楽イベントの集約化と一定程度の規模の
確保が必要と考えるが所見は。

　今年度から「Ars nova －音楽の祭典－」と題し、市民
の身近な鑑賞機会の充実に努めている。今後について

も、情報の集約化及び一元的発信などを通じて、発信力や集客力の
強化に努めていきたい。

　アイドルグループ「ももいろクローバーZ」が来年4月
に黒部市でライブを開催することを発表した。報道によ

れば3億円以上の経済効果を見込み、それを呼び込んだのも黒部
市が市民からの情報でこのライブの公募を知って申し込んだとの
こと。
　ライブ会場は黒部市の宮野運動公園とのことだが、本市にはボー

持続可能な交通体系の構築へ。丁寧な
議論、改善が求められる。（写真は平成
30年3月末で運行を終了した「こみち」）

具体的計画策定、着実な実行が求められる
学校規模適正化

平成 3 0 年9 月 定例会平成 3 0 年9 月 定例会
【 　 　 　 　 】安 全 安 心 な ま ち に 向 け て

平 成 3 0 年 6 月定例会平成 3 0 年 6 月定例会
市勢発展と財政健全化に向けた
行 財 政 運 営 に つ い て



　市内企業の受注の機会が減少する課題もあるため、
総合的に検討していく。

　また（前問の包括施設管理委託に加えて）、東村山市で
は同時に市の発注窓口を「施設再生整備課」に一本化し

て発注業務量を軽減することとし、200件の業務を包括契約できれ
ば2千万円の人件費の削減効果が期待出来るとのこと。
　そこで、市の発注窓口の一本化を推進することを提案するが、所
見は。

　市の予算執行制度や業務監督のあり方等の課題を整
理し、効果的・効率的な発注方法を検討していく。

　本年3月定例会で私が行った事務事業見直しに関
する質問を受け、当局では「4月以降ただちに、ゼロ
ベースの視点でスピード感を持って取り組む。」との
答弁をされた件について。
　具体的な事務事業見直しの実施方針と、現在の進

捗状況について伺う。

　4月から外部有識者によるアドバイザー会議を開催す
るなど、（財政健全化）緊急プログラムの推進に向け議論

を深めている。
　事務事業見直し方針については、アドバイザー会議での意見を参
考としながら、できる限り早い時期に示したい。

　現在、市が積極的に取り組んでいる公共施設再編につ
いて、「高岡市公共施設再編計画」には道路や橋梁などの

「インフラ」が含まれてないとの指摘を昨年12月定例会で行った。
　さらに指摘すれば、（高岡市公共施設）再編計画の上位計画に当
たる「高岡市公共施設等総合管理計画」を始めとする公共施設関連
の各計画には「都市公園」を含んでいない。この点における所見は。

　「公共施設等総合管理計画」及び「公共施設再編計画」
では、都市公園のうち、公園内に施設が存在する公園を対

象に、それぞれの計画に位置付け、将来の方針や方向性を定めてきた。

　今後、これらの計画に基づき、維持管理費などの更なる削減に
努めたい。

　税政について、平成28年6月定例会での私の提案を
受け、翌29年度に東京都が行う「税務の達人」プロジェ

クトに職員1名を派遣された件について。
　派遣の検証結果と、得たものがあるのであれば、それを今後の高
岡市政にどのように活かしていくのか。

　派遣期間中、年間20回以上の捜索を経験し、得た税
務ノウハウは本市の滞納整理手法の拡大に大いに期待

できると考えている。
　この経験を活かすため、（本年）4月から「組織で滞納整理に取組
む体制」を整え、対応が困難とされる高額滞納者に係る捜索を実施
している。今後はこのプロジェクトで学んだ手法を活用し、滞納整理
を進めて行く。

　昨年度一杯でコミュニティバス2路線を廃止した件に
ついて、当局は「持続可能な交通体系の構築に向けて、

地域の実情、ニーズなどに柔軟に対応できる市民協働型の交通シ
ステムの導入を進めていきたい」との方針を示されているが、コミ
ュニティバスを廃止した沿線の各地区住民との協議の進捗状況と
今後の見通しは。

　昨年度（平成29年度）より沿線の各地区に対し、「地域
バス」や「地域タクシー」といった市民協働型の交通シス

テム導入に向けた提案を実施している。
　これまで3校下で出前講座を開催したところで、現在、検討いた
だいている校下もあることから、今後とも沿線の各校下等に対し、
地域の実情やニーズに合わせた説明・提案を行うなど、働きかけを
継続していきたい。

　先月私たち（高岡市
議会）自民同志会が行

った研修視察で、自動車教習所や
病院等で運行している送迎バスの
空席を活用し、高齢者や障がい者
を外出応援する取り組みを千葉県
我孫子市で学んだところであり、
当該事業経費が100万円余りと低
コストで実施出来るので、その導
入の検討を提案するが所見は。

　現在、各地域包括支援センターでは、地域住民と一緒
に様々な地域課題を把握しており、この地域課題は、「高

岡市地域ケア推進会議」の中で検討することとしている。
　高齢者等の外出支援についても、地域からの課題が上がればこ
の会議において検討したい。

　本年新設の「高岡市教育将来構想検討会議」で検討が
進んでいる学校規模適正化について。本件においては、

平成22年2月の「高岡市立学校適正規模・適正配置に関する報告
書」の策定始め、3回の報告書等を策定されており、議論開始から
10年近く経過していることや、地域住民から「いつになったらどうな
るのか教えて欲しい」との問い
合わせが私に寄せられており、
具体的計画の策定、円滑かつ
着実な実行が求められる。
　（今定例会に上程した議案
の）提案理由説明では、年度末
に構想を策定すると述べられ
たが、もう少し詳細に策定方針
をお聞かせ願う。

　将来構想（検討会議）の中では、今後の小中一貫教育
の推進方策や今後10年を見通した小中学校の配置など

について、具体的な方向を示していただくこととしている。
　学校再編の素案が示されれば。地域説明会を開催し、幅広く意見
を伺いながら構想を取りまとめていくこととしている。

　今夏の災害と言えば、気象庁が名称を定めた「平成
30年7月豪雨」が挙げられるが、その期間中である7
月4日には本市でも大雨が降り、私の地元にある西条
小学校を含めて計8か所が避難所として開設された。
　（避難情報等の）情報を受け取った自治会長を困惑

させることを防ぐ1つの手立てとして、あらかじめ自治会長を含む一
般市民に認識していただくことが大切であり、市ではどのように周知
しているのか。

　避難情報内容は、総合防災訓練や防災マップやホーム
ページ等を通して周知している。今後は対象自治会に説

明会を行う等、更なる周知を図っていきたい。

　（防災情報を住民に迅速に知らせる手段の一つとして、
市が高岡市防災情報メール配信を行っているが、）実際

の利用者から「赤の背景色に黒色の文字は見づらい」との意見が私
に寄せられ、「NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構」によれ
ば、色弱者が日本全体で約300万人いると言われていることを踏
まえ、カラーユニバーサルデザインの視点も考慮すべきと考えるが
所見は。

　背景の色が強く、文字が見えにくいとの指摘もいただ
いており、今年8月からは、警報、特別警報の背景色を

淡くしたところ。色合いについて配慮が必要な方への対応としては、
内容の確認を行い、改善していきたい。

　縁がありホームタウン実行委員会に参画し、野外音楽
イベントを8月5日に開催した。ただ、本年はイベント当

日に複数の音楽イベントが同時に行われたため、人が分散したとの
反省点があったが、そうでなくとも、年々予算規模が縮小される中
で、一流と呼べるアーティストを招致出来ない状況に陥っていること
も大きく影響していると考えている。ちなみに今年度のアーティスト
出演料の決算額は30万円余り。
　こうした点を踏まえ、音楽イベントの集約化と一定程度の規模の
確保が必要と考えるが所見は。

　今年度から「Ars nova －音楽の祭典－」と題し、市民
の身近な鑑賞機会の充実に努めている。今後について

も、情報の集約化及び一元的発信などを通じて、発信力や集客力の
強化に努めていきたい。

　アイドルグループ「ももいろクローバーZ」が来年4月
に黒部市でライブを開催することを発表した。報道によ

れば3億円以上の経済効果を見込み、それを呼び込んだのも黒部
市が市民からの情報でこのライブの公募を知って申し込んだとの
こと。
　ライブ会場は黒部市の宮野運動公園とのことだが、本市にはボー

ルパーク高岡があるので、
（音楽イベントの集約化に
ついて質問した前項の）音
楽イベントの開催地にす
ることも含め、当施設の活
用を図ってはと考えるが
所見は。

　野球場の天然芝の上に機材や椅子を置くことで、芝や
球場が痛む。仮説の駐車場の確保等が必要。発生する

音に対し、近隣住民の理解を得られるのか。などの課題もあると聞
いており、慎重に判断が必要。
　将来に向けた持続可能な運営に向け、引き続き方策を検討して
いきたい。

　国の名勝に指定され、世界で最も美しい湾クラブに加
盟する富山湾を構成する雨晴海岸沿いに建設された「道

の駅雨晴」の活用について。
　富山県は雨や曇りの日が多く、今月（9月）初旬に訪問者をこの
場所にお連れしたところ、海越しの立山連峰の景色が見れず、案内
頂いた雨晴観光協会の方は自身の名刺に写っている晴天時の雨晴
海岸を用いて説明されたところであり、「せっかくの施設なので何と
かして欲しい」と漏らしておられた。
　そこで、拡張現実（AR）や仮想現実（VR）の活用を図り、晴れた日
の雨晴海岸の情景を常時見られるようにしてはと考えるが所見は。

　1階に40インチのタッチパネル画面を設置し、本市見
どころや観光情報を提供しており、雨晴海岸の景色を

360度見渡すことが出来る映像を提供している。
　市としては、まずは一年間運営していく中で、このシステム（前述
の雨晴海岸等が見れるモニターの）利用状況や、利用者のニーズ把
握に努めたい。その上で、議員提案の活用含め、指定管理者と相談
していきたい。

　本定例会で7億円の債務負担行為補正を伴う補正予
算議案が上程されており、内容は市街灯のLED化をリー

ス方式で推進を図るためのものと伺っている。
　本件については、平成26年6月及び27年3月に本会議で私が質

問し、最初に行った平成26年6月の質問時には、先進事例の大阪
府の取り組みを参考に、『新たな財政負担が不要で、買い替えによ
る更新よりも早く省エネ効果を発揮できる「リース方式による道路
照明まるごとLED化」の推進』という提案型の質問を行った。
　その時、「研究してまいりたい」との答弁を頂いてから今日ここに
至るまで約4年3か月の期間を要した。市にとって良い施策なので大
いに進めて頂ければと思うが、平成27年度当初予算で道路照明の
LED化に向けた予算を措置した際、「リース方式と比べて更新予算
が平準化される」などの理由で「買取方式」を選択し、拡充した予算
額が1,600万円と、ここまで少しずつLED化を進めてきたものが、
ここに来てなぜ「リース方式」を
採用し、なぜ一挙に実施すること
としたのかその理由は。
　仮に財政難を理由とするので
あれば、私が4年以上前に提案し
た時も「市の財政を何とかしなけ
れば」との想いで提案していたの
で、その点を確認させて欲しい。

　道路照明灯のLED器具の価格が約11％下がっている
こと、電気料金単価がここ3年間で13％上昇しているこ

となどから、改めて検証した結果、現時点でリース方式が本市にと
って最適と判断したもの。

　総務省は本年3月に「地方行政サービス改革の取組状
況等に関する調査等」と題し、全国各自治体の行革の取

組状況を公表した。
　この公開ページ内には、地方公共団体における行政改革の取組
事例が掲載されているほか、総務省内の別ページで過去に自治体
が行った業務改革モデルプロジェクトの報告書が掲載されるなどし
ており、そうした先進事例の導入検討を提案する。また、業務改革
プロジェクトが来年度も募集されるのであれば、これは国の支援を
受けながら行革に着手出来るものなので、新年度にぜひ取り組む
ことの検討も併せて提案するが所見は。

　行政サービスについては、多くの業務について民間委
託、指定管理を進めてきているが、委託範囲拡充など、

更なる行政サービス改革が必要。
　引き続き、その推進に努めるとともに、本市で定める行財政改革
推進方針や財政健全化緊急プログラムに掲げる取組みについて、
積極的に進めていく。

活用が求められる「ボールパーク高岡」

議会での提案から4年超の歳月を経て、市
街灯のLED化がリース方式で一挙に実施へ

平成 3 0 年9 月 定例会平成 3 0 年9 月 定例会
【 　 　 　 　 】

【 　 　 　 　 】ま ち の 活 性 化 に 向 け て

【 　 　 　 　 】財 政 健 全 化 に 向 け て



議員活動は、「議会内」と「議会外」での
活動に大きく分けられます。
「高岡の活性化」と「住み良い地域づくり」実現のため、
議会外でも様々な活動を行っています。
ここではその内容についてお知らせします。

若手政治家と学生との
懇談会in高岡法科大学

若手政治家と学生との
懇談会in富山大学

第5期自民党富山政治学校
第5回講座講師
（政策立案のポイントの説明）

若手政治家と学生との
懇談会in富山大原簿記
公務員医療専門学校

自民党富山県第三選挙区支部街宣

地域活動
R E P O R T 2

第13回高岡市民体育大会
スキー・スノーボード競技会

第66回自民党富山県連定期大会

奥野信亮総務副大臣
との懇談

自民党青年部・青年局
全国一斉街頭行動

第1回高岡市議会自民同志会
議会報告会

若手政治家と学生との
懇談会in富山国際大学 

自民党高岡市連
青年局・部
役員視察研修

韓国大邱壽城青年会議所公式訪問団受入に係る
高岡市長表敬訪問

国境なきUNDOKAI 2018

H30.4.23

H30.9.7

H30.10.14

H30.11.14

H30.11.25

H30.11.19

H30.11.24 H31.1.31

H30.11.4~5 H30.11.7

H30.6.16

H30.2.2

H30.5.26

H30.2.4



防犯、交通安全対策のため、長江
地内に街灯を新設

高岡市から各地区・校区に配備され
ている小型除雪機を、西条校区に追
加配備（2台から→3台へ増強）

車両通行時に生じる騒音・振動
を解消し、住環境を改善するた
め、路面とマンホールの段差を
解消する道路改修を実施

損傷の激しかった道路を改修
すると共に、雨水排水機能の向
上のため側溝を整備

交通安全、内水害対策等のた
め、内免地内の側溝を整備

課題、要望の解決・実現課題、要望の解決・実現

役 員 就 任役 員 就 任
○公益社団法人高岡青年会議所 理事長

○自由民主党高岡市連合支部 青年局長

○高岡市議会会派 自民同志会 政策分科会座長

○ホームタウン実行委員会 副委員長

○自由民主党 富山県第三選挙区支部 青年局幹事

○全国若手市議会議員の会 北信越ブロック事務局長

○高岡市消防団 広報紙編集委員会委員

○「生活者としての外国人」のための日本語教育事業運営委員会委員
　

○高岡市議会関連の各役職

昨年1月より専務理事、そして本年1月より理事長(第49代)に就任

昨年3月の定期総会において、青年局長に就任

昨年3月の会派政調会において、「総務・議会改革分科会」座長に就任
その後、同年12月の議会諸役員交代に伴い「産業建設分科会」座長に就任

昨年5月の総会において、副委員長に就任

昨年5月、幹事に就任

昨年7月より、事務局長に就任

昨年7月より、委員に就任

昨年8月より、委員に就任

昨年12月の高岡市議会定例会における議会諸役員交代に伴い、
次の役職に就任。

•産業建設常任委員長 •広報広聴委員会 委員
•まちづくり対策特別委員会 委員 •放置自転車対策審議会 委員
•高岡地区広域圏事務組合 議会議員

議員として、議会内外で「議会活動」と「地域活動」を
行ったことにより実現・解決した市民要望や市政課題、
あるいは市内外の組織・団体への役員就任など、
様々な話題（トピックス）があります。
ここではその内容についてお知らせします。

トピックス
R E P O R T 3

（公社）高岡青年会議所臨時総会にて、第49代理事長
予定者として承認（2019年1月1日から任期開始）

H30.6.12

道路改修

街灯新設 雪対策

道路施設改修

道路改修

交通安全確保のため、道路沿い
の障害となっていた樹木を整理

道路改修

交通安全、内水害対策等のた
め、内免地内の側溝を改修

道路改修

内水害対策等のため、西町地
内の側溝を整備

道路改修


